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近年、データドリブン経営に取り組む企業が増え、企業内でデータ分析のニーズが高まることで、データ分析の専門組織を
設置する企業が増えていますが、単に他部署からのデータ分析依頼の受託に留まっているケースが多く見られます。
データドリブン経営実現のためには、経営課題に資するデータ分析テーマの特定や、データ起点の業務オペレーションの
定着が必須であり、専門組織にはそのような組織能力の獲得が求められます。
アビームコンサルティングは、データ分析や人材育成、DX推進組織組成の知見・実績をもとに、データドリブン経営実現に
向けた企業変革を推進する組織「ボランチオフィス」の設立・運用を支援します。

データ分析テーマ策定から、業務オペレーション設計、データ基盤構築まで、
能動的なデータドリブン経営を成功に導く専門組織の設立・運用支援

データドリブン経営を成功に導く
ボランチオフィス設立・運用支援サービス

「分析請負型」の専門組織ではデータドリブン経営が進まない理由
データドリブン経営を導入・定着させるためには、専門組織が能動的に各事業・部署が取り組むべきデータ分析テーマを提案・策定し、かつ、データ分析
結果が確実に意思決定と行動に活用されるように業務プロセスを再設計・導入することが必須です。一方で、よく見られるデータ分析専門組織では、
データ分析”作業”の機能に閉じており、各部署・事業会社からのデータ分析依頼の受託や、BIツール利用サポートを主な機能としています。これら従来
の組織に不足している戦略策定やオペレーション設計の機能を備えているのが「ボランチオフィス」です。

Establishing and Operating “Volante Office” for Data-driven Management Service

データ分析専門組織の類型と守備範囲 比較イメージ
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❶ 戦略 
経営課題から逆算し、各事業・部署が解くべきデータ分析テーマを策定する

❷ オペレーション
データ分析結果が確実に意思決定と行動に活用されるように、業務プロセス
を再設計し、社内に浸透させる
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ボランチオフィスは、データドリブン経営実現に向けた企業変革のために、経営層とも対峙します。具体的には、経営目標を受けた経営課題・業務課題の
特定や、課題解決のためのKPI設計、データ分析テーマの策定、体制組成・予算取りまで担います。また、フロントオフィスやバックオフィスを巻き込み、
データ分析や基盤構築だけでなく、業務プロセスの再設計・導入、データ分析人材の獲得・教育、ビジネスサイドのリテラシー向上の機能を担います。

データドリブン経営を成功に導くボランチオフィス

ボランチオフィスの立ち位置 ボランチオフィスが担う機能

❶ 経営/業務課題特定・
　 分析テーマ策定

‐  ビジョン・戦略に紐づく経営課題/業務課題の特定
‐  課題解決に向けたKPI設計（経営⇔ミドル⇔現場）
‐  データ分析テーマ設定と分析設計
‐  施策推進にあたっての体制組成・予算取り
     (PoCはボランチオフィス予算で迅速に実施など)

❷ 業務プロセスの 
　 再設計・導入

‐  業務プロセス再設計・導入(分析レポートの活用定着)
‐  定期的な見直し・改善プロセスの導入(PDCA)
‐  データ人材の獲得・教育
‐  ビジネスサイドのリテラシ向上

❸ データ収集・分析
　 基盤整備

‐  データ基盤の整備とガバナンス強化
‐  セキュリティ担保
‐  各種分析モデルの整備
‐  基盤／アプリの保守及び、改善フロントオフィス

（マーケ、営業、製造 …）
バックオフィス
（経理財務、人事、…）

経営層
（CEO、COO、CIO …）

ボランチオフィス
データ分析の請負組織ではなく、
データドリブン経営の実現を牽引
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アビームコンサルティングは、データ分析や分析基盤導入だけでなく、組織設立・人材育成・業務設計など、総合コンサルティングファームとしての
幅広い知見を活かし、ワンストップでボランチオフィスの設立と運用を支援します。特に、経営課題・業務課題の特定や、分析テーマ設定のために必要な
スキルは高度なビジネススキルが必要なため、経営戦略の支援実績・知見を持つコンサルタントによって立ち上げを支援します。

アビームコンサルティングの提供価値

ボランチオフィスは、経営課題の特定から投資対効果判断まで包括的なタスクを遂行します。アビームコンサルティングは、企画、設計・開発、運用・保守、
評価の各ステップにおいて、具体的な業務を定義し、運用開始可能な状態を実現します。また、運用開始後も貴社が自走できるまでハンズオンで運用を
支援します。

ボランチオフィス業務の一気通貫な設計（例）

ボランチオフィス設立・運用支援サービスの全体像
アビームコンサルティングはボランチオフィスの位置付け・機能定義、業務・組織定義、体制整備まで、立ち上げに必要なタスクを支援します。また、
ボランチオフィス立ち上げ後は、貴社の自走化に向けたハンズオン型支援を提供します。当社がこれまで培ったデータ分析や人材育成、DX推進組織
組成等の知見から、貴社のボランチオフィス設立のための支援をワンストップで提供することが可能です。

ボランチオフィスの
位置付け・機能定義 業務・組織設計 体制整備・立ち上げ ハンズオン／自走化支援

運用支援ボランチオフィス設立支援

ボランチオフィスが担うべき
機能・役割の検討・定義

能動的に「経営・業務課題
の解決に有効な分析テー
マ」を提案する組織

‐  組織規程 (ドラフト) ‐  新プロセス規定
‐  課題分析シート
‐  申請書/各種管理台帳
‐  組織規程/職務分掌
‐  人材配置案

‐  運用マニュアル
‐  業務手順書

‐  経営課題
‐  業務課題
‐  モニタリング
     結果報告書
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ボランチオフィス体制の設
立に関する新業務・運用
ルールの周知・展開

■ ■

■

業務：業務設計(企画/設計
/実行等)、ツール・各種管理
表の整理

組織：ポスト設計/人数/職
務分掌規程/人材活用・配置
案の検討

経営課題・分析テーマの
特定、業務プロセスの再
設計・導入

立上げ後のプロセスのモ
ニタリング/成果評価・継
続改善活動

データドリブン経営において経営層がすべきことは、経営課題の特定、分析目的の明確化に加え、何を実現したいかを定義し、現場に共通認識を持たせる
ことです。これを経営層に代わってボランチオフィスが遂行します。また、現場（フロントオフィス、バックオフィス）に対しても経営課題・事業課題を解決
するデータ分析テーマを提案し、分析サービスを提供します。

ボランチオフィスの役割（例）

経営層に対して フロントオフィスに対して バックオフィスに対して

・データドリブン経営の推進
・全社で最も注力すべき
   データ分析テーマの特定
・重大事項のレポート

・事業固有のデータ分析テーマ提案
・分析サービス提供
・運用プロセスの設計・提案
・重大事項のレポート
・データリテラシ向上支援

左記に加えて、
・全事業部横断のデータ収集・分析
・バックオフィスに代わり
   事業部へ重大事項のレポート

データ基盤構築レポート設計・
トライアル導入

分析基盤システム
運用・保守

データマネジメント
方針策定・実施 モニタリング・評価

拡張方針整理・
機能実装

データガバナンス
方針策定・実施 投資対効果判断

障害対応・
問い合わせ対応 技術調査

経営課題/
業務課題特定

データ収集・
分析自動化

業務プロセス
再設計・導入分析テーマ設定

企画 設計・開発 運用・保守 評価

・分析アウトプットの定義
・インプット/アウトプットデータ定義
・意思決定・その後の業務プロセスの再設計・導入
・データ蓄積・分析基盤の構築
・データ収集・分析作業の自動化

・データ分析基盤の正確な稼働管理
・機能拡張方針、機能実装の実施
・データマネジメント/データガバナンス方針の
   策定・実現
・障害対応・問合せ対応実施
・データ分析基盤関連の技術調査

・データ分析基盤の
   効果測定、 及び
   継続管理
・投資対効果判断

・経営課題/
   業務課題の特定
・分析テーマの設定


